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　「
創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
　
―
心
豊
か

な
21
世
紀
を
―
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
た
第
33
回
宮
崎
県
さ
ん
さ
ん（
老
人
）ク
ラ
ブ

大
会
が
、
９
月
３
日（
水
）に
、
宮
崎
市
民
文
化

ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
で
、
町
内
の
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
や
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
が
表
彰
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の

活
動
の
更
な
る
発
展
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。�

　
受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
し
て
、
町
民
の

皆
様
に
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。�

�

県
知
事
表
彰�

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ�

　
美
郷
町
　
長
谷
野
百
年
会（
北
郷
区
）�

　
　
　
　
　
和
田
明
和
会（
西
郷
区
）�

�

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員�

　
奈
須
正
明（
美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）�

�

宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰�

●
老
人
ク
ラ
ブ
役
員･

職
員
永
年
勤
続
功
労
者�

　
美
郷
町
　
黒
木
一
二
三（
北
郷
区
）�

　
美
郷
町
　
梅
田
ミ
ヤ
子（
北
郷
区
）�

�

●
平
成
19
年
度
会
員
拡
大
行
動
功
労
者�

　
プ
ラ
ス
５
％
増
達
成
ク
ラ
ブ�

　
美
郷
町
　
小
黒
木
老
人
ク
ラ
ブ（
北
郷
区
）�

　
　
　
　
　
黒
木
楽
和
会（
北
郷
区
）�
�

��

第33回�

　
平
成
20
年
11
月
９
日（
日
）か
ら
15

日（
土
）ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

                           �

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
日
頃
か
ら
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
日
常
の
生
活
に
お
い
て

防
火
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
す
。                           �

　
特
に
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発

生
防
止
対
策
と
し
て
、
そ
の
要
点
を
次

の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

を
参
考
に
し
て
頂
き
、
火
災
を
未
然
防

止
し
ま
し
ょ
う
。                           �

�

　
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る�

　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

�
�

３
つ
の
習
慣�

○ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。                     �

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。                     �

○ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。                     �

４
つ
の
対
策�

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。                     �

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。                     �

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。�

�

人
権
擁
護
委
員
に�

甲
斐
保
男
さ
ん（
南
郷
区
）　
再
任                       �

                          �

　
平
成
20
年
10
月
１
日
、
甲
斐
保
男

さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。                          �

　
人
権
擁
護
委
員
は
町
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
あ
り
、

任
期
は
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
権

擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。                          �

                          �

１
、
自
由
人
権
思
想
に
関
す
る
啓
発
及

び
宣
伝
活
動
。                          �

                          �

２
、
民
間
に
お
け
る
人
権
擁
護
運
動
の

推
進
。                          �

                          �

３
、
人
権
侵
犯
事
件
の
、
救
済
の
た
め

の
調
査
及
び
情
報
の
収
集
、
並
び
に
関

係
機
関
へ
の
勧
告
等
適
切
な
処
置
を
行

う
こ
と
。                           �

                          �

４
、
貧
困
者
に
対
し
訴
訟
援
助
そ
の
他

そ
の
人
権
擁
護
の
た
め
適
切
な
救
済

方
法
を
行
う
こ
と
。                           �

                          �

５
、
そ
の
他
人
権
の
擁
護
に
努
め
る
こ

と
。                                               

�

　
郡
民
の
体
育
祭
で
あ
る
東
臼
杵
郡
民
体
育

大
会
が
本
年
度
は
、
８
月
24
日（
日
）椎
葉
村

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
美
郷
町
か
ら
も
総
勢
60
名
の
選
手
団
で
今

大
会
に
臨
み
、
猛
暑
の
中
各
競
技
に
お
い
て
健

闘
し
、
総
合
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。�

　
大
会
当
日
、
選
手
・
役
員
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
応
援
の
た
め
に
会
場
ま

で
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。�

　
大
会
の
主
な
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

平成20年11月（2）�平成20年11月（3）�

�

八�

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う�

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う�

だ
ら
に
き
ょ
う�

小川宝篋印塔�

　
宝
篋
印
塔
と
は
、
宝
篋
印
陀
羅
尼
経

を
収
め
る
箱
が
、
塔
と
し
て
造
ら
れ
名
づ

け
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
僧
の
墓
と
し
て

も
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。�

　
小
川
宝
篋
印
塔
は
、
永
正
18
年（
１
５

２
１
年
室
町
時
代
）の
建
立
銘
を
も
ち
、

恵
超
寺
宝
篋
印
塔
は
江
戸
時
代
中
期
頃

の
建
立
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�



�

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
広
聴
活
動
の
一
環
と
し

て「
町
政
提
言
コ
ー
ナ
ー
」を
設
け
ま
し
た
。�

　
行
政
に
対
し
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ご
意
見
な
ど
を
、
次
の
用
紙（
広
報
紙
の
点
線

部
分
を
切
り
取
り
、
郵
便
ハ
ガ
キ
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。
）に
記
入
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。�

　
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
言
は
、
個
人
情
報
を
除
い
た
う
え
で
町
報
な
ど
に
掲
載

し
、
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

�

　
菅
原
道
真
公
を
ま
つ
る
尾
末
神
社
大
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
海
の
男
が
少
年
達
を
乗
せ

て
町
中
を
練
り
歩
く「
だ
ん
じ
り
」。
そ
の
激
し
く
勇
壮
な
姿
が
、
沿
道
の
目
を
釘
付
け
に

し
ま
す
。�

　
ま
た
、
毎
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ
る
門
川
神
社
大
祭
で
は
、
古
く
か
ら
戦
勝
を
祝
っ
て

踊
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
小
園
臼
太
鼓
踊
り
の
奉
納
が
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。
秋
の

済
ん
だ
空
に
白
い
幟
が
美
し
く
映
え
る
門
川
の
秋
の
風
物
詩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

�

　
11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
と
な
り

ま
す
。�

　
狩
猟
期
間
は
、
シ
カ
は
来
年
３
月
15
日

ま
で
、
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣
は
来
年
２
月
15

日
ま
で
で
す
。（
注
）�

　
狩
猟
に
よ
る
事
故
は
、
人
の
命
に
か
か
わ

る
大
惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
特
に
こ
の

時
期
は
、
山
林
内
で
の
作
業
者
が
多
い
の

で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
山
林
内
で

作
業
等
を
行
う
人
は
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服

装
を
す
る
な
ど
の
自
己
防
衛
措
置
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。�

　
猟
を
す
る
人
は
、
最
低
限
次
の
こ
と
を

守
り
、
絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。�

�

１
．銃
器
は
、常
に
最
高
の
状
態
を
保
ち
、

点
検
管
理
を
念
入
り
に
行
う
こ
と
。�

�

２
．常
に
銃
弾
の
装
填
の
有
無
を
確
認
し
、

必
要
が
な
い
時
は
、必
ず
弾
を
抜
く
こ
と
。�

�

３
．す
ぐ
に
発
砲
せ
ず
、落
ち
着
い
て
よ
く

矢
先
を
確
認
し
て
か
ら
発
砲
す
る
こ
と
。�

�

４
．帽
子
、ベ
ス
ト
は
必
ず
着
用
し
、特
に

グ
ル
ー
プ
で
行
う
時
の
仲
間
の
連
絡
確
認

を
徹
底
す
る
こ
と
。�

�

５
．道
路
を
利
用
す
る
時
は
一
般
の
利
用

者
の
通
行
を
妨
げ
る
よ
う
な
行
為
や
駐
車

を
絶
対
し
な
い
こ
と
。�

�

６
．車
中
に
銃
器
を
放
置
し
な
い
こ
と
。（
車

の
カ
ギ
を
か
け
て
も
違
法
で
す
。）�

�

７
．現
場
で
は
、焚
き
火
や
喫
煙
な
ど
の
火

の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、火
事
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
火
の
後
始
末
を
確
実
に
す

る
こ
と
。吸
殻
の
投
げ
捨
て
な
ど
は
も
っ

て
の
ほ
か
で
す
。�

�

８
．ワ
ナ
を
架
け
た
ら
所
定
の
標
識
を
つ
け
、

事
故
防
止
の
た
め
、ワ
ナ
の
近
く
に
人
の

目
に
つ
き
や
す
い
よ
う
に
看
板
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。設
置
す
る
時
は
、山
林
所
有

者
に
事
前
に
了
解
を
取
っ
て
お
き
、迷
惑

や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
ま
た
、猟
期
が
終
了
し
た
時
点
で
、全
て

撤
去
す
る
こ
と
。�

�

９
．法
で
定
め
ら
れ
た
猟
具
以
外
で
行
う

猟
は
で
き
ま
せ
ん
。�

�

10
．メ
ス
ヤ
マ
ド
リ
、メ
ス
キ
ジ
の
捕
獲
は

禁
止
で
す
。�

�（
注
）イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
期
間
に
つ
い
て
は
、

３
月
15
日
ま
で
延
長
と
な
る
予
定
で
す
が
、

正
式
に
は
10
月
下
旬
に
決
定
し
ま
す
。
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■問合せ先　門川町観光協会　1０９８２ - 63 - １１４０�
�

　第３回総合町民祭は、「元気！元気！町が元気！未来につなげ！美郷の絆　－地域
資源で人、町、自然がきらめく協働の郷づくり－」というテーマのもと、健康で潤いの
ある明るいまちづくりを目的として開催されます。         �
●期　　日：平成20年11月16日（日）雨天決行　●開催時間：９時～17時         �
●会　　場：南郷支所・南郷多目的研修センター・駐車場・総合運動公園         �
●問合せ先：企画情報課　1０９８２ - 66 - ３６０３         

●主要イベント�
○ブルーインパルスによる曲技飛行

○基地所属航空機による飛行展示�

○陸海空自衛隊機による飛行展示

○航空機の地上展示ほか��
●日時　平成20年12月7日(日)�
　　　　午前８：３０～午後３：００(予定)��
●場所　航空自衛隊新田原基地及
　　　　び同周辺空域��
●入場料　無料��
●駐車場関係�
駐車券(応募抽選)の必要な駐車場及
びシャトルバス往復運行の駐車場有り��
※詳しいことにつきましては、下記へ
お問い合わせください。��

《問合せ先》�
航空自衛隊新田原基地�
第５航空団司令部監理部�
　10983 - 35 - 1121（広報班）　
　　�
�

平成20年11月（4）�平成20年11月（5）�

�



平成20年11月（6）�平成20年11月（7）�

　「男女共同参画」って何だか堅苦しい言葉だけど、どういう意味？�
　「男だから、女だから…それってヘンじゃない？」と思ったことはありませんか？�
　理想とする生き方はそれぞれ。凝り固まった価値観に縛られることなく、自分の意思が尊重され、のびのびと、望
むように生きることの出来る家庭や地域、社会をつくるための処方箋が｢男女共同参画｣なのです。�
　男女共同参画を進めるには、一人ひとりの意識を変えることが必要です。�
　あなたの身近なところから意識改革を始めてみませんか？�
�
◎募集人数　男女合わせて20名程度　　◎募集対象地域　美郷町ほか県北4町2村�

◎応募資格　�
　(1)平成20年4月1日現在、年齢満20歳以上で、原則として上記の地域にお住まいの方。�
　(2)男女共同参画社会づくりを進めるぞ！という意欲をお持ちの方。�
　(3)県や市町村において実施した男女共同参画指導者養成講座を受講したことがない方。�
　(4)後記の日程で3回開催される講座にすべて参加できる方。�

◎日程・開催地・内容�

�

講　師　たもつ　ゆかり氏（オフィスピュア代表）ほか�
テーマ　第1回　「男女共同参画社会ってどんな社会？」　第2回　「男女共同参画づくりのレシピ」�
　　　　第3回　「男女共同参画で元気な地域づくり」　　…　ｅｔｃ�

◎参加費･託児�
　参加費は無料！講座に参加いただく方の会場までの交通費と宮崎県林業技術ｾﾝﾀｰでの宿泊料は県が負担します。
託児も承りますので、事前にお申込ください。�

◎応募先･応募方法�
　美郷町役場　総務課庶務担当（1６６ - ３６００）へ、平成20年11月4日から12月5日までに電話で申し込んでください。�

《問合せ先》�
　宮崎県県民政策部生活・協働・男女参画課　男女共同参画推進担当�
　10985 - 26 - 7040(直通) 　FAX.0985 - 20 - 2221�
　E-mail seikatsu-kyodo-danjo@pref.miyazaki.lg.jp�
�

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
を
対
象
に
、

以
下
の
日
程
で
成
人
証
書
授
与
式
を
開
催

し
ま
す
。�

　
対
象
者
に
は
、
往
復
は
が
き
に
て
案
内

い
た
し
ま
す
が
、
知
人
や
友
人
等
で
美
郷

町
で
の
成
人
証
書
授
与
を
希
望
す
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
12
月
８
日（
月
）ま

で
に
教
育
委
員
会
各
区
事
務
所
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。�

�

■
日
時�

平
成
21
年
１
月
３
日（
土
）午
前
10
時
〜�

�

■
会
場�

西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室�

�

■
問
合
せ
先�

教
育
委
員
会�

　
西
郷
事
務
所�

　
1
０
９
８
２ - 

66 - 

２
１
３
０�

　
北
郷
事
務
所�

　
1
０
９
８
２ - 

62 - 

６
２
０
５�

　
南
郷
事
務
所�

　
1
０
９
８
２ - 

59 - 

１
６
０
５��

※ 第1回(1/17)に宿泊を希望される方は、宮崎県林業技術ｾﾝﾀｰに宿泊が可能です。�

�

　宮崎日日新聞社主催にて「ライガ
ーミラクルイリュージョン☆木下大
サーカス」宮崎公演が社会福祉事
業協賛として開催されます。�

期　日：平成20年12月13日（土）～�
　　 　平成21年2月3日（火）�

会　場：宮崎市塩路　市民の森北西500m�
　　   （旧オアシス広場）平和リース広場特設会場�

費　用：大　人（前売り）2,500円�
　　　  こども（前売り）1,500円ほか�

問合せ先：木下大サーカス宮崎公演事務局�

12月7日まで　�
　10985 - 29 - 0333　FAX.0985 - 29 - 0009�

12月8日から　�
　10985 - 39 - 0333　FAX.0985 - 39 - 0009�
�
�

　西郷区で新築しました山村定住住宅・迫内住宅と、 現在空き家となっている町営住宅の入居者を募集します。�
　住宅の種別により、入居要件・家賃等が異なります。入居を希望される方は、所定の入居申込書に必要
書類を添えて、各支所建設課に提出下さい。入居申込書は、各支所建設課で受け取ることができます。�
　詳細につきましては、住宅所在地の支所建設課までお問い合わせ下さい。�

【募集期間】平成20年11月４日（月）から平成20年11月28日（金）まで�

【問合せ先】南郷支所建設課　159 - 1604　西郷支所建設課　166 - 3612�
　　　　　　北郷支所建設課　162 - 6204�
�
�



平成20年11月（8）�平成20年11月（9）�

��

�

　美郷町では、木造住宅の地震に対する安全
性の向上を図り、地震に強いまちづくりを進め
ることを目的として、国・県の制度事業を活用し、
木造住宅耐震診断に係る経費の一部を補助
することとしました。�
　本年度、この制度により木造住宅耐震診断
を実施される方を募集いたします。�
�
・事業対象建築物（次のすべての要件を満た
す住宅とする。）�
　○昭和56年５月31日以前に着工され、完成  
　　しているもの。�

　○住宅を主たる用途とするもの。�

　○階数が２階以下のもの。�

　○在来軸組構法、枠組壁工法、伝統的構法
　　の木造住宅�

　○大臣等の特別な認定を得た工法による住
　　宅でないもの�
�
・事業対象者�
　○美郷町内在住の事業対象建築物の所有者�
�
・補助対象事業費　　　４５，０００円�
・補助限度額　　　　　３０，０００円�
・平成20年度実施戸数   ２　戸�
・申込期限　　　　　   平成２０年１１月28日�

（希望者多数の場合は、先着順といたします。）�

※その他詳細につきましては、本所・各支所建
設課までお問い合わせ下さい。�
�

１．採用試験の職種　一般事務�

２．採用予定人員　　若干名�

３．職務の内容�
　宮崎県国民健康保険団体連合会の事務局に勤務し、一
般事務に従事します。�

４．受験資格�
　年齢�
　昭和59年４月２日以降生れの、学校教育法に規定する大学（短
期大学は除く）の卒業（見込）者�

５．試験の期日、場所及び合格発表�

６．受験手続�
　（１）申込書交付場所�
　　 〒880-8581　宮崎市下原町231番地1　�
　　 宮崎県国民健康保険団体連合会　総務課�
　　 10985 - 25 - 4901　�

　（２）受験申込書の受付時間�
　　平成20年10月6日（月）から�
　　平成20年11月5日（水）まで�
�
＊採用試験案内につきましては、美郷町福祉保健課各支所
に1部ずつ用意しておりますが、詳細につきましては、宮崎
県国民健康保険団体連合会（総務課）までお問い合わせく
ださい。　�
�
�

男性も女性もいらっしゃ～い！�

　�
　郵便事業会社の小型小包「エクスパック」を悪用した振り込め詐欺の被害
　が増えています。�
　これは、被害者が誰とも対面しないよう郵便ポストから私設私書箱に送ら
せる手口で、警察が振り込め詐欺対策でＡＴＭ（現金自動預け払い機）への警
戒を強めた今春から急増しています。�
　エクスパックとは、専用封筒（縦３４センチ、横２５センチ）をポストに投函
すれば、原則、翌日に指定先に配達されるサービスです。全国の郵便局のほか、
一部のコンビニエンスストアで販売されており、料金の５００円を払って専用
封筒を購入すれば簡単に送ることができます。�
　本来このエクスパックでは現金を送ることは出来ません!!もしも現金を送
るような催促があった場合にはご注意ください。�
�

�

　
美
郷
町
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

拡
張
を
核
と
す
る
情
報
通
信
基
盤
施

設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
伝
送
路
等
の
現

地
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
こ
れ
か
ら

具
体
的
な
実
施
設
計
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。�

�

　
今
回
は
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
豆
知

識
を
お
届
け
し
ま
す
。�

�

Ｑ
　
な
ぜ
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
　
を
進
め
る
の
で
す
か
？
　
　�

�

Ａ
　
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
に
、
電
波

　
の
有
効
利
用
が
あ
り
ま
す
。
放
送

　
や
通
信
に
使
え
る
の
は
一
定
の
周
波

　
数
だ
け
で
、
現
状
で
は
隙
間
の
な
い

　
ほ
ど
に
過
密
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化

　
す
れ
ば
余
裕
が
で
き
ま
す
。
空
い
た

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
今
後
の
情
報
化
社

　
会
の
進
展
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る

　
計
画
で
す
。�

�

Ｑ
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
サ
ー
ビ

　
　
ス
は
何
が
あ
り
ま
す
か
？
　
　�

�

Ａ
　
主
に
次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。�

〈
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
〉　
　�

　
色
彩
も
美
し
く
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
映
像
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
画
面

の
比
率
が
16�
対
９
に
な
り
ま
す
。�

〈
５
・
１
ch
サ
ラ
ウ
ン
ド
〉　
　
　
　
　

　
音
声
は
高
音
質
で
５
・
１
ch
サ
ラ
ウ

ン
ド
の
音
声
が
楽
し
め
ま
す
。�

�〈
デ
ー
タ
放
送
〉　
　
　
　
　
　
　�

　
地
域
に
密
着
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
気
象

情
報
・
災
害
情
報
な
ど
便
利
で
役
立
つ

情
報
を
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�〈
E
P
G
〉＝
電
子
番
組
表
　
　
　
　

　
放
送
時
間
や
出
演
者
な
ど
最
新
の

番
組
内
容
の
表
示
や
検
索
、
番
組
予
約

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 �

�〈
字
幕
放
送
〉　
　
　
　
　
　
　
　�

　
セ
リ
フ
や
コ
メ
ン
ト
を
文
字
テ
ロ
ッ

プ
と
し
て
表
示
で
き
ま
す
。�

　（
社
団
法
人
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進

協
会
H
P
よ
り
抜
粋
）�

�【
お
知
ら
せ
】�

　
美
郷
町
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
中

継
局
は
、
入
郷（
清
水
岳
）が
９
月
、
日

向
西
郷（
造
次
郎
山
）が
10
月
に
開
局

し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
現
在

の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
画
面
が
見
づ
ら
く

な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
場
合
は
次

の
と
こ
ろ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�

社
団
法
人
　
電
波
産
業
会
　
　�

受
信
対
策
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
１
２
０
‐
０
５
０
‐
９
６
９�

���

エ
ク
ス
パ
ッ
ク
表�

エ
ク
ス
パ
ッ
ク
裏�

○古紙類・・・・・・・・�
�
�
○古布類・・・・・・・・�
�
�
�
○缶　類・・・・・・・・　�
�
�
�
○びん類・・・・・・・・　�
�
�
○ペットボトル・・・　�
�
�
○発泡トレイ・・・・・　�

新聞紙、チラシ、雑誌カタログ、ダンボール等で分類し、厚みは３０セ
ンチ以内で麻ひも等で十字に縛ってください。�
�
古着（シャツ、ズボン等）、ぼろ布を厚み３０センチ以内で麻ひも等で
十字に縛ってください。※毛糸類、わた入製品、皮革類、ビニール類、
ジュウタン類は古布ではありません。�
�
中をすすいでアルミ缶、スチール缶で分類してください。※スプレー缶、
カセットボンベ類は穴を開けるなどして中身を完全に出した状態でア
ルミやスチール缶とは別の袋で出してください。�
�
中をすすいで無色、茶色、それ以外の色別で分類してください。※ガ
ラス製、セトモノ、化粧、油びんは不燃ごみで出してください。�
�
中をすすいでキャップ、ラベルは取り除いてください。※キャップリン
グは取り除く必要はありません。�
�
きれいに洗って、無色、その他の色に分類して出してください。�
�

　捨てればただのごみ、分ければ資源。家庭からごみを出すときの分別が一番大事です。町民の皆様方のご協力
をお願いいたします。�
　詳細な分別方法につきましては、配布してある「ごみ及び資源物収集計画表」をご覧頂くか福祉保健課町民生
活担当までお問い合わせください。�
�



平成20年11月（10）�平成20年11月（11）�

��

�

　
平
成
20
年
11
月
４
日（
火
）か
ら
、

納
税
者
の
方
か
ら
の
電
話
に
よ
る

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
を
、

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
集
中
化

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。�

　
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け

い
た
だ
い
た
電
話
は
自
動
音
声
に

よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。�

�

◆
電
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
お
か
け

　
に
な
っ
た
税
務
署
ま
で
の
通
話
料

　
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。�

�

◆
平
成
20
年
10
月
末
ま
で
は
、
税

　
務
署
相
談
室
分
室
の
直
通
電
話

　
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。�

�

◆
具
体
的
な
書
類
を
確
認
す
る
必

　
要
が
あ
る
よ
う
な
個
別
的
な
ご

　
相
談
は
、
事
前
に
ご
予
約
を
い

　
た
だ
い
た
上
で
、
税
務
署
の
担
当

　
部
門
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。�

�

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。�

���

����

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は「
税

を
考
え
る
週
間
」で
す
。�

　
税
金
は
私
た
ち
国
民
が
健
康
で

豊
か
な
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
を
行

う
た
め
の
大
切
な
財
産
で
す
。�

　「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義（
必

要
性
）及
び
役
割（
使
途
）や
税
務

行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、

税
の
仕
組
み
や
目
的
を
考
え
、
国

の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。�

今
年
は
、「
I
T
化
・
国
際
化
と
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
経
済
活
動
の

I
T
化
・
国
際
化
を
は
じ
め
と
し

た
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴

う
税
務
行
政
の
様
々
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得

者
や
主
婦
、
児
童
・
生
徒
な
ど
を

対
象
と
し
た「
租
税
教
室
」の
開
催

な
ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し
て

考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事

を
企
画
し
て
い
ま
す
。�

　「
租
税
教
室
」の
開
催
希
望
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。�

�

延
岡
税
務
署�

1
０
９
８
２
‐
32
‐
３
３
０
１�

������

　
農
業
所
得
申
告
に
関
し
ま
し
て

は
、
全
て
が
収
支
計
算
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
経
費
を
把
握
し
て
い
な
い
と
申

告
の
と
き
に
不
利
に
な
り
、
国
民

健
康
保
険
税
、
住
民
税
に
影
響
が

出
て
き
ま
す
。�

　
も
う
す
で
に
、
農
業
関
係
の
経

費
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
領
収
書
の
保
管
と
帳
簿
記

載
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。�

������

　
９
月
１
日
よ
り
、
県
の
併
任
人

事
制
度
に
伴
い
、
宮
崎
県
税
務
課

及
び
日
向
県
税
総
務
事
務
所
の
４

名
が
美
郷
町
の
業
務
に
携
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
業
務
の
内
容
と
し
て
は（
月
５

日
程
度
に
な
り
ま
す
が
）、
徴
収
全

般
及
び
町
税
務
職
員
と
共
同
に
よ

る
滞
納
処
分
の
実
施
等
に
な
り
ま

す
。�

�

����

こ
ん
な
場
合
は
連
絡
又
は

口
座
振
替
申
請
を
お
願
い

致
し
ま
す
。�

�

　
現
在
美
郷
町
で
は
約
60
％
の
方

が
口
座
振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

口
座
振
替
の
申
請
を
し
て
い
る
の

に
口
座
振
替
が
出
来
な
い
等
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
に
は
、
次
の
理
由
が
考
え

ら
れ
ま
す
。�

①
　
申
請
が
さ
れ
て
い
な
い
。（
本

　
人
の
申
請
は
し
て
あ
る
が
、
家
族
、

　
納
税
の
管
理
を
し
て
い
る
方
の

　
名
義
の
申
請
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
該
当
す
る
税
の
申
請
が
さ
れ
て

　
い
な
い
。
）�

②
　
集
合
税（
固
定
資
産
税
・
住

　
民
税
の
合
算
）の
場
合
は
、
固
定

　
資
産
税
・
住
民
税
が
片
方
だ
け

　
の
課
税
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま

　
せ
ん
が
、
両
方
課
税
さ
れ
て
い

　
た
場
合
は
、
片
方
だ
け
の
口
座

　
申
請
で
は
、
口
座
振
替
が
出
来

　
ま
せ
ん
。
又
、
今
後
、
両
方
課
税

　
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
固
定
資
産
税
・

　
住
民
税
両
方
と
も
口
座
振
替
申

　
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

③
　
登
録
漏
れ
等（
金
融
機
関
に

　
依
頼
し
て
か
ら
役
場
に
届
く
ま

　
で
３
日
〜
２
週
間
程
度
か
か
り

　
ま
す
。
そ
の
た
め
月
末
に
申
請

　
を
行
う
と
２
ヵ
月
後
か
ら
の
口

　
座
振
替
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
役
場
の
登
録
漏
れ
の
場
合
も
あ

　
り
ま
す
。
）�

　
　
ご
不
明
な
点
は
役
場
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�����

　
各
種
税
証
明
に
関
し
ま
し
て
は

各
支
所
地
域
政
策
課
で
発
行
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。�

　
そ
の
際
、
本
人
確
認
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
本

人
が
確
認
で
き
る
物
を
持
参
く
だ

さ
い
。�

　
ま
た
、
証
明
に
よ
っ
て
は
時
間

が
か
か
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。�

�����������

　11月25日から12月1日までは犯罪被害者週間です。�
警察では、犯罪被害者のために、�

１ 捜査に支障のない範囲で捜査状況などについて情
　報を提供します。�

２ 捜査員とは別の警察職員が病院等への付き添い、心
　配事の相談等に応じます。�

３ 事件を立件するために、警察に提出していただく診
　断書等費用や身体犯罪の被害者が医療機関等の受
　診が必要である場合､初診料等の一部について公費
　で支出される場合があります。�

等の施策を行っています。�
　その他、犯罪被害者給付金制度などの支援制度もあ
りますので、警察本部（1０９８５ - ３１ - ０１１０）又は警
察署にお尋ねください。�
�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町

村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付（
納
付

見
込
み
を
含
む
）し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。�

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。�

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月

２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の

際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
、
ご
家
族
分
の「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」も
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

� 

延
岡
社
会
保
険
事
務
所
　
1
０
９
８
２
‐
２1
‐
５
４
２
４�

���

���

　宮崎県最低賃金は、宮崎地方最低賃金審議会で審議
を重ねてきましたが、今年１０月２６日から�

「時間額６２７円」に改正されることになりました。�

　最低賃金は臨時、パート、アルバイトを含む宮崎県内
で働くすべての労働者に適用されます。�
　なお、産業別最低賃金については、別に審議が行われ、
年内の発行を予定しています。�

問合せ先�
宮崎労働局労働基準部賃金室　1０９８５ - ３８ - ８８３６�
�
�

Ｓマーク�

　乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）とは、
何の予兆や既往歴もないまま乳幼
児に死をもたらす疾患です。�
　予防するには下記のことが大切です。�

・ 赤ちゃんを寝かせるときは、仰向けにしましょう。�

・ 妊婦さんや赤ちゃんの周囲で、タバコを吸わな
　いようにしましょう。�
・母乳が出る場合には、できるだけ母乳で育て
　るようにしましょう。�
�

　国土交通省と宮崎県は、市町村の協力のもと
１２月１日に県下で「平成20年住生活総合調査」を
おこないます。�
　この調査は、全国のご家庭の皆様が、住宅につ
いて日頃どのように考えておられるかなどを伺うも
ので、国や地方公共団体の住宅施策の重要な資
料となります。�
　全国で約10万世帯、本県では約６千世帯に調
査をお願いします。�
　11月24日から12月７日までの間に、統計調査員
証を持った調査員が訪問いたしますのでご協力を
お願いします。�

【問合せ先】�
　宮崎県建築住宅　課住宅企画担当�
　1０９８５ - ２６ - ７１９４�
�

�



平成20年11月（12）�平成20年11月（13）�

保健だより�

　
９
月
16
日
に
、
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー

プ
セ
ン
タ
ー
で
、「
禁
煙
塾
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
講
師
は
、
宮
崎
大
学
の
准
教
授
　

江
藤
敏
治
先
生
で
、
タ
バ
コ
に
関
す

る
最
新
情
報
を
は
じ
め
、
禁
煙
と
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
の
関
係
な
ど
、

興
味
深
い
内
容
が
盛
り
沢
山
で
し
た
。�

　
ま
た
、
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
は
、

と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
禁
煙
し
よ
う
と
思
う
方
に

は
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内

容
で
す
。
欲
し
い
方
は
、
各
支
所
福

祉
保
健
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

�《
禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト
！（
講
演
会
ま
と
め
）》�

１
． 

喫
煙
者
が
ほ
ぼ
全
員
か
か
る
病

気
↓
肺
気
腫（
本
来
ス
ポ
ン
ジ
の
よ

う
な
肺
が
、
カ
ラ
カ
ラ
の
ヘ
チ
マ
の
よ

う
に
な
り
、
呼
吸
機
能
が
低
下
す
る
）�

�

２
． 

タ
バ
コ
を
吸
う
と
肌
年
齢
が
５

年
は
早
め
に
老
化
す
る
。（
美
容
に

は
大
敵
）�

�

３
． 

タ
バ
コ
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

有
害
物
質
が
５
種
類
含
ま
れ
て
い
る
。�
�

４
． 

主
流
煙（
た
ば
こ
を
吸
う
時
に
で

る
煙
）よ
り
副
流
煙（
タ
バ
コ
の
先
か

ら
で
る
煙
）の
方
が
体
に
悪
い
。
低
温

度
で
燃
え
て
い
る
の
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
が
出
る
。
自
宅
で
タ
バ
コ
を
吸

う
の
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
工
場
が
自

宅
に
あ
る
の
と
同
じ
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。�

�

５
． 

た
ば
こ
の
煙
を
プ
ハ
ー
っ
と
１
回

吐
く
と
、
１
秒
間
に
７
メ
ー
ト
ル
も

飛
ぶ
。�

　
換
気
扇
の
下
で
吸
う
と
臭
い
し
か

し
な
い
の
で
、
室
内
へ
の
影
響
は
少
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
が
、
実
は
臭
い

が
問
題
で
、
臭
う
と
い
う
こ
と
は
煙

が
充
満
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。�

�

６
． 

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
有
効
。（
先

生
の
体
験
か
ら
）パ
ッ
チ
に
は
大
、
中
、

小
と
あ
り
、
中
と
小
は
薬
局
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。
大
は
処
方
箋
が
必
要
。

先
生
は
貼
っ
て
、
２
〜
３
日
で
止
め

ら
れ
た
と
の
こ
と
。一
般
的
に
１
か
月

半
く
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
止
め

ら
れ
る
。「
吸
い
た
い
」症
状
に
駆
ら

れ
た
と
き
の
た
め
に
１
年
く
ら
い
は

携
帯
し
て
お
き
、
も
う
駄
目
と
思
っ

た
ら
貼
る
よ
う
に
す
る
と
吸
わ
ず
に

済
む
。
費
用
も
一
見
高
そ
う
だ
が
、
１

か
月
に
使
う（
１
日
１
箱
の
場
合
）タ

バ
コ
代
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。�

�

　
９
月
16
日
に
、
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー

プ
セ
ン
タ
ー
で
、「
禁
煙
塾
」が
行
わ

れ
た
。
講
演
を
聞
く
と「
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
、
ア
ス
ベ
ス
ト
!!!
」タ
バ
コ
に
は
ニ

コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど
表
示
さ
れ
て

い
る
が
、
他
に
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
も
の

が
生
成
さ
れ
る
の
か
と
恐
ろ
し
く
な

る
。こ
れ
ま
で
分
煙
は
し
て
い
た
の
だ

が
、
完
全
禁
煙
を
目
指
す
こ
と
を
決

意
し
た
。�

　
講
師
曰
く「
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
有

効
」と
の
こ
と
。「
そ
ん
な
も
の
貼
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
ニ
コ
チ
ン
を
補
給
し
て
い

て
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
は
本
当
に
な
く

な
る
の
か
」と
思
い
つ
つ
も
、
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
の
購
入
を
考
え
る
。�

　
す
ぐ
に
買
い
に
行
け
る
わ
け
も
な

く
、
そ
の
日
は
自
力
で
の
禁
煙
に
挑

戦
し
て
み
た
。
夕
食
後
、
普
段
な
ら

食
後
の
一
服
を
堪
能
し
て
い
た
時
間

帯
で
あ
る
が
、
禁
煙
を
決
意
し
た
た

め
我
慢
す
る
。「
吸
い
た
い
の
に
吸
え

な
い
、
我
慢
、
我
慢
…
…
」い
つ
し
か

イ
ラ
イ
ラ
落
ち
着
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

そ
の
日
は
何
と
か
吸
わ
ず
に
過
ご
し

た
も
の
の
翌
日
に
は
吸
い
始
め
て
し

ま
っ
た
。�

　
そ
ん
な
事
も
あ
り
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ

チ
の
購
入
を
決
意
。
薬
局
に
行
く
が
、

値
段
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
。
講
師
の
話

に
あ
っ
た
通
り
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
１
日

１
枚
の
値
段
は
、
１
日
１
箱
の
タ
バ
コ

代
と
同
じ
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
普
段

１
日
に
４
〜
５
本
し
か
タ
バ
コ
を
吸

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
か
な
り
高
い

印
象
を
受
け
た
。
し
か
し
、
妻
の
後

押
し
も
あ
り
購
入
、
翌
日
よ
り
使
用

し
て
み
る
。�

　
朝
食
後
の
一
服
阻
止
の
た
め
、
起

床
後
食
前
に
左
腕
に
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ

チ
を
貼
っ
て
み
る
。
貼
っ
た
と
こ
ろ
が

む
ず
痒
い
が
そ
れ
ほ
ど
気
に
は
な
ら

な
い
。「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」と

普
段
な
ら
ば
タ
バ
コ
を
片
手
に
外
に

出
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
日
は「
う
〜

ん
、
吸
い
た
い
か
な
。
そ
う
で
も
な
い

か
？
」と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
普
段
か

ら
の
喫
煙
習
慣
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
の

効
果
を
い
ま
い
ち
信
用
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り「
本
当
に
吸
い
た
く

な
い
の
か
な
？
」と
疑
う
が
結
局
こ
の

日
か
ら
タ
バ
コ
は
吸
わ
ず
に
す
ん
で

い
る
。
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
も
禁
煙
４
日

目
か
ら
は
貼
ら
な
く
て
も
良
く
な
っ

て
き
た
。�

　
現
在
、
禁
煙
10
日
目
ほ
ど
で
あ
る

が
、
お
酒
の
席
な
ど
人
が
吸
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
吸
い
た
く
な
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を
貼
っ
て「
貼
っ
て
い
る

か
ら
吸
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
」と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。�

�

私
は「
禁
煙
塾
」を
聞
い
て
、即
や
め
ま
し
た
！
�

体
験
談
　（
役
場
職
員
　
男
性
　
匿
名
希
望
）�

�
【
健
全
化
判
断
比
率 �

 

に
つ
い
て
】�

�

　
今
回
は
予
算
の
話
を
一
休
み
し
て
、

先
月
以
降
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ

ス
コ
ミ
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
た「
健

全
化
判
断
比
率
」に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。�

������������������������

�

　
こ
の
比
率
は
法
律（
注
１
）に
よ
っ

て
自
治
体
の
財
政
状
況
を
、
公
表

す
る
も
の
で
、
自
治
体
の
財
政
破
綻

を
未
然
に
防
ぎ
、健
全
財
政
を
堅

持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
公
表
し
た
比
率
が
早

期
健
全
化
比
率（
基
準
）を
超
え
る

と
自
主
的
な
改
善
努
力
を
促
す
①

早
期
健
全
化
団
体
と
な
り
、
更
に

財
政
再
生
比
率（
基
準
）を
超
え
る

と
②
財
政
再
建
団
体
へ
移
行
し
、
国

等
の
関
与
に
よ
っ
て
確
実
な
財
政
再

建
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
美
郷
町
の
財
政
状

況
を
今
回
の
健
全
化
判
断
比
率
に

よ
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。一
般
会
計
の
赤
字
を
示
す
①
実

質
赤
字
比
率
と
全
て
の
会
計
の
赤

字
を
示
す
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
、
黒
字
で
し
た
。
　�

　
一
般
会
計
等（
公
営
企
業
等
）が

支
払
う
町
債
へ
の
償
還
金
と
町
債

償
還
金
に
準
じ
た
支
出（
債
務
負
担
）

の
比
重
を
示
す
③
実
質
公
債
費
比

率
は
20
・
８
％
、
町
債
の
残
高
の
ほ

か
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
る

こ
と
と
な
る
実
質
的
な
負
債
を
と

ら
え
た
比
率
④
将
来
負
担
比
率
は

87
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
比
率
は
標
準
財
政
規
模（
注
２
）

に
対
す
る
も
の
で
、
③
④
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
比
率
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　�

　
次
に
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
を
示
す
資

金
不
足
比
率
は
３
つ
の
会
計
と
も

充
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
該
当
無

し
で
し
た
。�

�

　
こ
の
よ
う
に
美
郷
町
の
各
比
率

は
法
律
の
示
し
た
健
全
化
判
断
比

率
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
町

財
政
の
状
況
に
つ
い
て
は
健
全
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費

比
率
は
、
県
内
他
団
体
に
比
べ
高
め

で
す
。
　
こ
れ
は
普
通
交
付
税
の
減

少
と
合
併
以
前
の
借
入
金
の
償
還

額（
３
カ
年
平
均
）が
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、
町
で

は
平
成
18
年
度
に
独
自
の
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
着

実
に
実
践
し
て
い
る
こ
と
か
ら
平

成
19
年
度
末
で
の
一
般
会
計
の
町

債
残
高
は
、合
併
時
に
比
べ
17
億
3
、

1
9
2
万
1
千
円
改
善
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
合
併

以
前
に
借
入
し
た
高
金
利
の
旧
村

債
を
借
換
・
繰
上
償
還
す
る
等
、
町

財
政
の
健
全
化
を
一
層
推
進
し
て
い

ま
す
。�

�（
注
１
）「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
　
　
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
平
成
19
年
６
月
公
布�

（
注
２
）地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源（
税
金
等
）の
標
準
規
模
を
示
す

も
の
で
概
ね
町
税
、
地
方
譲
与
税
、

普
通
交
付
税
の
合
計
額
で
す
。
平

成
19
年
度
は
49
億
1
、
7
7
6
万

１
千
円
で
す
。�

※
各
比
率
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
聞
き
に
な
り
た
い
町
民

の
方
は
、�

 

本
所
財
務
課

　
1
66
‐
3
6
0
2
�

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。�

�

美郷町の財政健全化比率が公表されました！�
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、自治体の財政

の健全度を示す「健全化判断比率」と公営企業の資金状況を示す「資金不
足比率」の公表が義務化されました。�
　美郷町も平成19年度決算による健全化判断比率を監査委員の審査に付
し、その意見を付けて議会に報告しましたので広報紙を通じて町民の皆さ
んへ公表します。�
　尚、町ホームページでも公表しています。�
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受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

　いくら歩いても体重が落ちない人は、歩幅を意識して大きくしてみましょう。�
　歩幅を１０～２０ｃｍ広げると歩く速度が速くなり、身体活動量がアップするため、�
体重が落ちやすくなります。�

　　　　　
　運動はしたいけど、時間がない・・・という方は、テレビを見ながらできる運動を取り入れ
てはいかがでしょうか。�
�
ストレッチ（全身の筋肉をほぐし、血液の流れをよくします）�
スクワット、腕立て伏せ、踏み台昇降（体の中でも大きな筋肉を使うので、基礎代謝があが
り、エネルギーを多く消費できます）�
ダンベル体操（有酸素運動に効果的な筋肉をつくります）�
�
ちょっとした運動でも、毎日少しずつ積み重ねれば効果はでます。�
�
�

「食行動」を変えてメタボを防ごう！�
太りやすく、メタボリック症候群を招きやすい食行動は、以下のとおりです。�
心当たりはありませんか？「ある」という方は、やめるように努力しましょう。�
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
が
流

行
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。�

　
予
防
で
大
切
な
の
は
、
日
頃
か
ら
十
分
な
体
力
を
維
持
し

て
お
く
こ
と
で
す
。体
力
が
十
分
に
あ
る
と
体
の
抵
抗
力
も

高
ま
り
、
感
染
予
防
や
感
染
後
の
緩
和
に
つ
な
が
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
空
気
の
乾
燥
は
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
に
好
都
合
と
な
り

ま
す
。�

　
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、適
切
な
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

　�　《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に
》�

　
① 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
情
報
を
知
る
。�

　
② 

帰
宅
後
は
、必
ず
手
洗
い
、う
が
い
、洗
顔
を
す
る
。�

　
③ 

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。�

　
④ 

室
内
の
湿
度
は
常
に
60
〜
70
％
に
保
つ
。�

　
⑤ 

流
行
時
は
、で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
る
。�

　
⑥ 

体
力
を
落
と
さ
な
い
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
。�

　
　（
十
分
な
睡
眠
、栄
養
、休
養
）�

�

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に
は
、

予
防
接
種
が
有
効
で
す
。�

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に
高

熱
が
で
た
ら
、
市
販
薬
に
頼
ら
ず
、
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
症

状
が
で
て
か
ら
48
時
間
以
内
に
服
用
す

る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
の
増
殖
を
効
果
的
に
抑

制
で
き
る
抗
ウ
ィ
ル
ス
剤
が
あ
り
ま
す
。�

��
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　９月１９日付けで、新しい神門地区の交通
指導員として鎌野高明氏が、渡川地区の交
通指導員として藤本基行氏が選任されました。�
　南郷区内の交通安全推進のため、今後ご
指導いただきます。�
　ご協力、よろしくお願いします。�
�
�

　
９
月
15
日（
月
）、
南
郷
区
内
の
各

公
民
館
で
は
、
お
年
寄
り
の
長
寿
を

祝
い
、
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
主
催
者
及
び
来
賓
の
方
に
よ
る
お

祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
今
年
、

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、

美
郷
町
よ
り
お
二
人
の
記
念
写
真
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
歌
や
踊
り
、
婦
人
会
等
に
よ

る
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
各
地
区

で
い
ろ
い
ろ
な
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、

出
席
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。�

�

・放送設備　　 一式�
・折畳机　　　３４台�
・折畳椅子　１０２台�
�
　財団法人自治総合
センターが行っている
宝くじの普及広報事
業(一般コミュニティ
助成事業)の補助を受けて神門上区自治公民館（新玉卓
教館長）が老朽化した放送設備を整備しました。また高
齢者が多くなった現在、行事などを行う際に不足してい
た机、椅子の整備も行いました。�
　今後、これらの備品は、自治公民
館活動の会合や各種行事に活用さ
れ、地域のコミュニティの輪が広が
っていくことになります。�
�

　
９
月
６
日（
土
）南
郷
区
農
林
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
入
郷
地
区
国

保
病
院
職
員
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
入
郷
地
区

国
保
病
院
職
員（
西
郷
、
南
郷
、
椎
葉
、
諸
塚
）

が
あ
い
つ
ど
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
各
病

院
間
の
友
好
親
善
を
深
め
あ
う
こ
と
を
目
的

に
始
ま
り
、
今
回
で
14
回
目
。
９
チ
ー
ム
67

名
の
職
員
が
参

加
し
、
白
熱
し

た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し

た｡

結
果
は
優

勝
諸
塚
B
、
準

優
勝
椎
葉
A
、

三
位
西
郷
A
。

そ
の
後
、
南
郷

茶
屋
に
場
所
を

換
え
て
の
懇
親

会
は
、
各
病
院

の
出
し
物
も
あ

り
、
楽
し
く
親

睦
を
深
め
ま
し

た
。�

　高齢者の交通事故防止を運動の基本として、「秋の全国交通
安全運動」が実施され、期間中、交通安全協会南郷支部役員等
が参加し、街頭キャンペーンをおこないました。�
　キャンペーンでは６月から施行されている全ての座席のシート
ベルト着用や、飲酒運転の
根絶等をドライバーに呼び
かけました。�
　交通安全は、一人一人の
心がけが大切です。日頃か
ら交通ルール・マナーを守り
ましょう。�
�

交
通
指
導
員�

　
　
鎌
野
高
明
氏�

交
通
指
導
員�

　
　
藤
本
基
行
氏�

　９月２６日（金）国際
交流員の林美愛さん
が、南郷区婦人会の
方を対象に韓国料
理教室を開きました。
献立は、「韓国海苔
巻き」「たまごスープ」
「ベスック」です。「韓国海苔巻き」は、酢を使わずにご
ま油・塩で味付けをするのが特徴で、韓国では遠足の
お弁当には欠かせないという家庭料理です。また「ベ
スック」とは、梨と生姜を使った飲み物で、元々は宮廷
で飲まれていたものだそうです。�
　当日参加した１１名の会員は、日本と韓国の食文化
の違いに感心しながら、韓国独特の料理に舌鼓を打っ
ていました。また、今回紹介した「韓国海苔巻き」は簡
単にできることから「今度の運動会には早速この海苔
巻きを作って行きます。」という声も聞かれました。�
�
�
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�

�

地
場
産
品
を
使
っ
た
お
菓
子
づ
く
り�

�

　
西
郷
区
キ
ン
カ
ン
栽
培
農
家
の
主
婦
６
名（
代

表
　
葛
城
益
子
さ
ん
）で
構
成
す
る
農
産
加
工

グ
ル
ー
プ『
村
の
果
菓
子
屋
』が
平
成
20
年
度
の

夕
刊
デ
イ
リ
ー「
明
る
い
社
会
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
平
成
４
年
に
発
足
し
、
当

区
の
特
産
品
キ
ン
カ
ン
・
く
り
等
を
材
料
に
お

菓
子
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
民
を
は

じ
め
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
厳
し
い
農
業
情

勢
の
中
で
農
産
品
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
所
得

向
上
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
努
力
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
受
賞
を
機
会
に
今
後
更
な
る
活
発

な
活
動
を
期
待
致
し
ま
す
。�

�

健康料理教室�体力テスト�

みんなで楽しく観賞しました�
�

　１０月４日・５日に福岡県北九州市瀬板の
森公園で行われた「九州ウェイクボードフェ
スティバル０８」で西郷区花水流の川口慎平
さんが、プラチナクラス（最上級クラス）で見事、
優勝を飾りました。川口さんは、家族と共に
練習を重ね、今回初のプラチナクラス優勝
となりました。今後の更なる活躍が期待され
ます。�
　�
�

　
花
水
流
農
用
地
管
理
組
合（
組
合
長
‥
甲
斐
治
好
）が
７
年
前
か
ら
、

景
観
作
物
と
し
て
国
道
３
２
７
号
線
沿
い（
西
郷
区
花
水
流
地
区
）田
ん

ぼ
の
畦
に
彼
岸
花
の
球
根

１
万
個
を
植
え
、
区
民
総

出
で
草
刈
り
等
管
理
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ

で
年
を
数
え
る
ご
と
に
株

が
大
き
く
な
り
見
事
な
景

観
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。�

　
国
道
沿
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
車
を
停
め
て
観
賞

す
る
人
、
カ
メ
ラ
に
収
め
る

人
な
ど
多
く
の
方
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
23
日
の
秋
分
の

日
に
は
観
賞
会
を
開
催
し
、

彼
岸
花
の
赤
、
稲
穂
の
黄
緑
、

そ
し
て
約
１
７
０
本
の
竹
灯

篭
の
灯
り
と
い
う
幻
想
的

な
景
観
の
な
か
、
参
加
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な

さ
ん
と
協
力
し
、
楽
し
く
ゆ

と
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

�

　
９
月
25
日（
木
）

に
高
齢
者
学
級

「
御
田
の
里
学
園
」

学
園
生
が
健
康

料
理
教
室
と
体

力
テ
ス
ト
を
行

な
い
ま
し
た
。�

　
午
前
中
は
食

生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
指
導

の
下
、
メ
タ
ボ
予

防
に
適
し
た
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

の
調
理
・
試
食
を

行
い
、
午
後
か

ら
は
握
力
測
定

や
体
前
屈
等
の

６
種
目
の
体
力

テ
ス
ト
を
行
い

ま
し
た
。
学
園

生
は
、
健
康
に

対
す
る
意
識
が

い
っ
そ
う
強
ま

り
ま
し
た
。�
�

 灯篭作り大変じゃった～�
�

　
10
月
５
日（
日
曜
日
）に
第
８
回
美
々

川
音
楽
祭
が
す
ぱ
ー
く
西
郷
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
富
島
高
校
の
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ「
や
ま
び
こ
」の
力
強
い
太
鼓
で

幕
を
開
け
、
そ
の
後
、
町
外
よ
り
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
９
組
が
出
演
し
、ロ
ッ
ク

や
フ
ォ
ー
ク
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
披
露

し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
は
元
サ
ザ
ン
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
の
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
大
森
隆

志
さ
ん
と
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド「
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
」の
共
演
に
よ
り
、
サ
ザ
ン

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
し
、
観
客
か
ら
大

き
な
歓
声
と
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。�

　
最
後
に
、
美
々
川
音
楽
祭
の
開
催
に

あ
た
り
、
多
数
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
美
々
川
音
楽
祭
実
行
委
員
会
）�

��

【
葉
桜
短
歌
賞
表
彰
式
】�

�

　
今
年
で
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
葉
桜
顕
彰

会
で
は
、
今
後
も
更
に
顕
彰
活
動
を
続
け
、
地

域
の
教
育
と
文
化
の
推
進
力
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
第
20
回
葉
桜
ま
つ
り(

葉
桜
短
歌
賞

表
彰
式)

を
開
催
し
ま
す
。�

　
20
周
年
記
念
と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
東

由
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
地
元
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ 

コ
ー
ル
チ
ェ
リ
ー
ナ
の
皆
様
と
の「
葉

桜
コ
ン
サ
ー
ト
」や
、
歌
人
の
伊
藤
一
彦
先
生

を
パ
ネ
ラ
ー
に
、「
歌
の
こ
こ
ろ
〜
牧
水
と
葉
桜
、

そ
し
て
藤
田
世
津
子
〜
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
是
非
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

い
ま
す
。�

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

●
期
　
日�

平
成
20� 

年
11� 

月
３
日(

月)�

●
会
　
場�

ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー�

歌
碑
前
・
大
集
会
室�

●
時
　
間�

　
・
午
前
９
時
　
　
　 

歌
碑
ま
つ
り�

　
・
午
前
９
時
40� 

分
　
葉
桜
コ
ン
サ
ー
ト�

　
・
午
前
11� 

時
　
　
　 

第
20� 

回
葉
桜
短
歌
賞
表
彰
式�

　
・
午
後
１� 

時
　
　
　 

記
念
講
演
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

●
そ
の
他
　
入
場
無
料�

●
問
い
合
わ
せ�

　
教
育
委
員
会
内
　
葉
桜
顕
彰
会
事
務
局�

　
1 
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９
月
24
日
に
、
諸
塚
村
総
合
運
動
公
園

に
お
い
て「
星
の
ふ
る
さ
と
学
園
」（
佐
藤
源

三
郎
学
級
長
　
学
園
生
21
名
）と
諸
塚
村

「
こ
れ
か
ら
学
園
」、
椎
葉
村「
花
の
人
サ
ー

ク
ル
」の
長
寿
学
園
生
に
よ
る
交
流
会
が
行

わ
れ
、
爽
や
か
な
秋
空
の
も
と
で
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
輪
投
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。�

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
言
え
、
参
加
さ
れ

た
み
な
さ
ん
は
優
勝
を
目
指
し
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
一
生
懸
命
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
星
の
ふ
る
さ
と
学
園
か
ら
は
、

輪
投
げ
で
峰
村
秋
子
さ
ん
、
ボ
ー
リ
ン
グ

で
鶴
田
チ
ヨ
子
さ
ん
が
１
位
と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
美
郷
町
全
体
の
長
寿
学
園
生

と
の
交
流
も
し
た
い
と
参
加
さ
れ
た
方
々

は
話
し
て
い
ま
し
た
。�

�

　
10
月
２
日
に
北
郷
区
で
竹
炭
窯
の
火
入
れ
式
を
行

い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
18
年
か

ら
２
年
間
県
の
指
定
を
受
け
た
過
疎
型
地
域
推
進
モ

デ
ル
事
業「
活
力
あ
る
田
舎
モ
デ
ル
事
業
」の
助
成
を

受
け
、
生
産
型
サ
ロ
ン
と
し
て
高
齢
者
の
方
々
に
活
用

し
て
頂
き
、
元
気
の
も
と
に
な
る
よ
う
に
と
考
え
窯
を

造
築
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
講
師
と
し

て
甲
斐
栄
さ
ん
を
招

き
、
地
域
の
方
５
名

と
行
い
ま
し
た
。�

　
参
加
さ
れ
た
方
は

「
子
ど
も
の
頃
、
祖
父

が
炭
作
り
を
し
て
い

て
手
伝
い
を
し
た
時

の
懐
か
し
い
煙
と
匂

い
だ
」と
、
竹
が
焼
け

る
ま
で
昔
話
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。�

　
竹
炭
作
り
に
興
味

が
あ
る
方
は
、
美
郷

町
社
会
福
祉
協
議
会

北
郷
事
業
所�

（
1
62
‐
６
１
９
１
）�

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。�

�

　
10
月
２
日
、
平
成
20
年
度
第
24
回
北
郷
壮
年
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会（
北
郷
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）

が
、
北
郷
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
青
年
団
時
代
に
鳴
ら
し
た
バ
レ
ー
の
腕
前
を
武
器

に
、
名
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し
、
は
つ
ら
つ
と

し
た
中
に
も
感
嘆
あ
り
笑
い
あ
り
の
楽
し
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。�

　
結
果
及
び
個
人

賞
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。�

�

Ａ
パ
ー
ト�

優
勝
　
黒
木
区�

２
位
　
秋
盛
区�

３
位
　
小
原
区�

�

最
優
秀
賞�

　
長
野
　
薫�

優
秀
賞�

　
　
藤
　
亮
一�

敢
闘
賞�

　
黒
木
　
貴
代�

�

Ｂ
パ
ー
ト�

優
勝
　
長
野
区�

２
位
　
中
原
区�

３
位
　
入
下
区�

�

最
優
秀
賞�

　
三
浦
　
裕
児�

優
秀
賞�

　
甲
斐
　
和
夫�

敢
闘
賞�

　
鶴
田
　
マ
ツ
子�

�

�

　
９
月
27
日
、
手
づ
く
り
屋
・
北
の
郷
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
、「
速
日
公
民
館
収
穫
祭
」

（
主
催
　
速
日
公
民
館
収
穫
祭
実
行
委

員
会
）が
行
わ
れ
、
地
元
速
日
地
区
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
、
区
内
の
多
く
の
方
々
が
つ

め
か
け
、
地
元
の
芸
達
者
に
よ
る
津
軽
三

味
線
演
奏
や
舞
踊
、
歌
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
商
品
が
当
た
る

「
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
重
量
当
て
ク
イ
ズ
」

も
行
わ
れ
、
76
㌔
も
あ
る
大
物
か
ぼ
ち
ゃ

が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。�

　
収
穫
祭
の
一
番
の
目
玉
は
、
何
と
言
っ

て
も「
地
芝
居
」。
平
成
13
年
に
行
っ
た「
菜

の
花
祭
」以
来
７
年
ぶ
り
の
復
活
公
演
と

あ
っ
て
、
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
熱
の

こ
も
っ
た
舞
台
に
な
り
ま
し
た
。�

　
今
回
演
じ
ら
れ
た
の
は
、
敵
討
ち
を
描

い
た
任
侠
芝
居
で
あ
る「
男
　
松
竹
梅
」。

親
分
を
殺
さ
れ
た
子
分
三
兄
弟
の
義
理

と
涙
の
物
語
で
、
出
演
者
の
迫

真
の
演
技
に
観
客
か
ら
は
惜

し
み
な
い
拍
手
と
歓
声
が

送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
北
郷
区
で
は
近
年
、

公
民
館
や
地
元
有
志
に

よ
る
地
芝
居
復
活
公
演

が
催
さ
れ
て
お
り
、
今

回
も
20
代
か
ら
50
代
の

速
日
公
民
館
員
を
中
心
に
、

３
カ
月
前
か
ら
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
戦
後
か
ら

生
活
に
な
じ
ん
だ
根
強
い
娯

楽
の
ひ
と
つ
と
し
て
そ
の
歴
史
が
あ
る
北

郷
区
の
地
芝
居
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
自
作
自
演
の
娯
楽
芸
能
の

継
承
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。�

��

　
３
年
生
が
夏
季
大
会
を
最
後
に
引
退
し
、

新
チ
ー
ム
と
な
っ
た
各
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

に
意
気
込
み
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。�

�

陸
上
部
　
沖
田
　
丈
弘 

君�

　
僕
は
新
し
く
キ
ャ

プ
テ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

ま
と
め
る
の
が
苦
手

で
す
が
部
員
が
３
人

し
か
い
な
い
の
で
み
ん

な
を
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
で
い
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。�

�

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
甲
斐
　
航
平 

君�

　
僕
の
新
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
の
抱
負
は
、

皆
を
ま
と
め
る
の
が

苦
手
な
の
で
ま
と
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
県
大
会
に
向
け
て

の
抱
負
は
、
県
大
会
で

１
勝
を
す
る
こ
と
で
す
。�

�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
宇
和
田
　
杏
菜 

さ
ん�

　
私
は
主
将
に
な
っ

て
み
ん
な
を
ま
と
め

ら
れ
る
か
不
安
な
と

き
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、

そ
の
不
安
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
後
も

主
将
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。�

�

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　

夏
田
　
若
菜
さ
ん�

　
私
は
、
去
年
か
ら
キ

ャ
プ
テ
ン
を
や
っ
て
き

ま
し
た
。
県
大
会
出
場

は
４
回
し
ま
し
た
が
、
今
も
ま
だ
実
力
向

上
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
１
勝
で

も
多
く
勝
利
を
勝
ち
取
り
ま
す
。�

�

　
10
月
４
日
に
行
わ
れ
た「
東
臼
杵
地
区

中
体
連
秋
季
体
育
大
会
」及
び
10
日
の「
同

陸
上
競
技
大
会
」の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
今
後
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　  

３
位�

�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス�

男
子
団
体
戦
　
２
位�

男
子
個
人
戦
　
２
位
　
長
野
・
甲
斐
組�

　
　
　
　
　
　
３
位
　
松
本
・
山
本
組�

女
子
団
体
戦
　
優
勝�

女
子
個
人
戦
　
優
勝
　
清
水
・
福
田
組�

　
　
　
　
　
　
２
位
　
甲
斐
・
夏
田
組�

（
女
子
団
体
及
び
男
女
個
人
戦
入
賞
４
組

は
、
県
大
会
に
出
場
）�

�

陸
　
上�

２
年
男
子
　
２
０
０
㍍
　
　
　
　
　
　

　
２
位
　
沖
田 

丈
弘 

君
　
28
秒
02�

共
通
男
子
　
８
０
０
㍍�

　
２
位
　
橋
本 

裕
武 

君
　
２
分
38
秒
08�

２
年
男
子
　
１
５
０
０
㍍  �

　
２
位
　
　
田 

北
斗 

君
　
５
分
12
秒
04�

（
３
名
と
も
県
大
会
に
出
場
）�

　
平
成
20

年
度
北
郷

区
野
球
リ

ー
グ
戦
（
８

月
18
日
〜

10
月
１
日
）

が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
リ
ー
グ
戦
は
６
チ
ー
ム
で
行
い
、
秋
盛
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
が
４
勝
１
敗
と
安
定
し
た
力
で

見
事
熱
戦
を
制
し
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　
リ
ー
グ
戦
の
結
果
及
び
個
人
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

�

　
優
　
勝
　
秋
盛
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア�

　
準
優
勝
　
な
か
ば
る�

　
３
　
位
　
小
原�

　
４
　
位
　
柊�

　
５
　
位
　
黒
木
ジ
ャ
ガ
ー
ズ�

　
６
　
位
　
08 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ�

　�　
最
優
秀
選
手
　
柴
田
　
洋
伸�

　
　
　
　
　
　（
秋
盛
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）�

　
優
秀
選
手
　
上
村
　
洋
平（
な
か
ば
る
）�

　�　
打
撃
１
位
　
日
　
　
隆
一（
な
か
ば
る
）�

　
打
撃
１
位
　
黒
木
　
勲（
小
原
）�

　
打
撃
３
位
　
新
田
　
克
志（
柊
）�

�

�

Ａ
パ
ー
ト
　
優
勝
　
黒
木
区�

��

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
勝
　
長
野
区�

優　勝　秋盛フロンティア�

任侠芝居「男　松竹梅」�たくさんの人がつめかけました�

ジャンボかぼちゃ�
重量当てクイズ�
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